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令和２年９月橋本市議会定例会会議録（第２号）その７ 

令和２年９月７日（月） 

                                           

（午後２時35分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番６、４番 森下さん。 

〔４番（森下伸吾君）登壇〕 

○４番（森下伸吾君）ただ今、議長のお許しを

いただきましたので、通告に従い、一般質問を

行わせていただきます。 

 今回の一般質問としまして、誰も置き去りに

しない社会を実現する事業についてお聞きい

たします。 

 我が国では、少子高齢化、人口減少が進む中、

家族や雇用形態の多様化と、地域社会の結びつ

きの希薄化が同時に進行しています。そのよう

な中、個人や家族が抱える生きづらさやリスク

が複雑化・多様化し、80代の親が50代の中高年

のひきこもりの子どもを養う8050問題、介護と

子育てを同時に担うダブルケア、ごみ屋敷、虐

待、孤独死など、新たな課題が表面化してきて

います。 

 こうした課題は、従来の介護、障がい、子育

てなど、制度、分野ごとでは対応するのが難し

く、必死に時間をつくって相談に行っても、た

らい回しにされた挙げ句、何も解決できないと

いう事態が発生している自治体もあります。 

 そのため、平成29年の社会福祉法改正により、

制度ごとではなく、課題を抱えている本人や家

族を丸ごと包括的に支援する体制の整備が市

町村の努力義務とされました。 

 平成29年の改正法の附則において、法律の公

布後３年、令和２年を目途として、市町村によ

る包括的支援体制を全国に整備するための方

策について検討を加え、必要があると認めたと

きは、その結果に基づいて所要の措置を講ずる

旨が規定されており、これを受け、さきの国会

では、包括的な相談支援、参加の支援、地域づ

くりに向けた支援の三つの支援を一体的に実

施する重層的支援体制整備事業が新たに創設

されることとなりました。 

 この三つの支援を一体的に行う重層的支援

体制整備事業を実施することによって、制度の

縦割りを打破し、制度に人を合わせるのではな

く、困り事を抱えている本人と家族を中心とし

た支援へと福祉の大転換を図ることが期待さ

れており、これこそ私たち公明党が長年推進し

てきた、断らない相談支援であって、誰も置き

去りにしない社会を実現する基盤となる事業

だと確信しております。 

 そこで、来年４月からスタートする重層的支

援体制整備事業について、本市としても積極的

に取り組んでいくことが必要だと考えますが、

当局のお考えをお伺いいたします。 

 以上、壇上からの私の１回目の質問といたし

ます。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さんの質問、

誰も置き去りにしない社会を実現する事業に

対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（吉田健司君）登壇〕 

○健康福祉部長（吉田健司君）誰も置き去りに

しない社会を実現する事業についてお答えし

ます。 

 おただしのとおり、近年、少子高齢化、人口

減少、核家族化の進行、地縁・血縁といった共

同体機能の希薄化が見られ、個人や世帯が抱え

る生きづらさやリスクが複雑化・多様化してい

ます。例えば、社会的孤立、引きこもり、8050

問題など、縦割りの制度では解決しづらい問題

が発生しています。 
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 このように、複雑多様化する社会問題や生活

課題に対応するためには、制度、分野ごとの縦

割りや、支える側、支えられる側という従来の

関係を超えて、新たな包括的支援の機能を構築

する必要があります。 

 国の地域共生社会推進検討会でまとめられ

た市町村における包括的な支援体制の整備の

在り方として、断らない相談支援、参加支援、

地域づくりに向けた支援を一体的に行うこと、

支援体制の対象は様々な課題を抱える全ての

地域住民であることが示されています。 

 こうした中、橋本市では、平成18年より地域

包括支援センター、令和元年より子育て世代包

括支援センターを設置し、専門職を配置しなが

ら包括的な相談支援を行っています。 

 地域包括支援センターは主に高齢者への対

応が中心で、子育て世代包括支援センターは子

どもや子育て世代への対応が中心とされてい

ますが、本人とともにその家族の支援を含めた

総合的な対応をしています。 

 そこから見える課題は介護や高齢者の問題

だけでなく、貧困、障がい、ひきこもり、虐待、

近隣トラブル、社会的孤立、ダブルケアなど、

多岐にわたっています。 

 このため、専門職等が中心となり、庁内連携

を図り、外部の関係機関等の協力を得ながら、

家庭の課題解決に向けて取り組んでいます。ま

た、課題解決が困難なケースに対しては、継続

的に本人や家庭とつながり、伴走しながら見守

っていくことも欠かせません。 

 一方で、行政や専門機関の支援だけでは解決

できない日常的な生活課題があり、このことに

ついては、住民同士がお互いに気にかけ合う関

係性が広がることで、地域におけるセーフティ

ネットが充実し、早期発見や早期支援につなが

ります。 

 本市では平成28年度より橋本市生活支援協

議体を立ち上げ、地域住民同士の助け合いのま

ちづくりを推進しています。現在、市内に九つ

の第２層協議体ができており、助け合い活動を

模索しながら進めています。 

 これまでの取り組んできたことを基盤とし

ながら、さらに足らない部分、充実すべき部分

を精査し、国のめざす、誰も置き去りにしない

社会を実現するための重層的支援体制整備事

業の導入について検討していきたいと考えて

います。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん、再質

問ありますか。 

 ４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）それでは、ご答弁いただ

きましたので、再質問させていただきたいと思

います。 

 答弁にありましたように、誰も置き去りにし

ない社会を実現する重層的支援体制整備事業

の導入について、検討していくということでご

ざいました。 

 この事業というのは、実施を希望する市町村

の手挙げに基づく任意の事業でありますので、

私たちの橋本市が、やりますというふうに手を

挙げなければ、対象とはなりません。 

 もう一度確認にもなりますが、この事業に対

して手を挙げていくということで間違いはご

ざいませんでしょうか。これに対して、何かま

た障害になるようなことはないのか、その点も

併せてお伺いしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）ただ今のご質問

にお答えします。 

 答弁でも言いましたように、橋本市では、子

育て世代包括支援センター、それから地域包括

支援センターがありますので、この二つの分野

については非常に充実している、総合的な相談

を行っているというのは考えております。 

 ですので、この事業についてまだしっかり見

ていませんけども、この二つの事業で手が挙げ
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られるということでしたら、すぐにでも手を挙

げさせていただいて、来年度予算に何らかの形

で上げることができるのかなと思っています。 

 ただ、これをよく読みますと、それに加えて、

参加型支援とか地域づくりという言葉が出て

きまして、それを総合的にやっていかなければ

手が挙げられないということでしたら、直ちに

挙げるというのがなかなか、今の橋本市の組織、

職員体制ではちょっと難しいのかなと考えて

おりますので、早急に専門的な分野をつくって、

機構改革的なこと、それから、再来年度に向け

てですか、の職員体制の充実も含めた専門部会

での協議を行って、約１年間かけて考えるとい

うことでしたら、令和４年度に向けて手を挙げ

ていく形になるのかなと考えております。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 橋本市は比較的、福祉関係に関してはいろい

ろやっていただいておりますし、先進的なこと

もしていただいておると思いますので、もうあ

えて、重層的支援体制の部分もやっていただい

ているところも多いと思いますが、先ほどもあ

りましたように、まだまだちょっと足りないと

ころもあると思いますので、その点も踏まえて、

画面を使ってちょっと考えてみたいなという

ふうに思います。 

 重層的支援体制整備事業というのはなかな

か聞き慣れない言葉で難しいと思いますが、先

ほどもありましたように、現行というのは、高

齢者は高齢者の相談窓口で、障がい者は障がい

者の窓口で、子どもは子どもというふうに、各

それぞれの部署が単独で縦割りになって相談

体制になっているところを、重層的支援体制の

整備によって包括的に、世代を問わない包括的

な相談、地域づくりをやっていこうということ

であります。 

 重層的支援体制整備事業については、社会福

祉法第106条の４第２項のほうにございます。

先ほどもありましたように、第１号には相談支

援、第２号には参加支援、第３号には地域づく

りに向けた支援というところがございます。 

 この三つの新しい支援を支えるものとして、

第４号、アウトリーチ等を通じた継続的支援事

業、第５号、多機関協働、第６号として支援プ

ランの作成というふうに書かれております。小

さいので見にくいかも分かりませんが。もう少

しアップにします。 

 先ほどありましたように、包括的な相談支援、

これは先ほどもありましたように、それぞれの、

高齢者は高齢者、子どもは子どもというふうに

個別に捉えるのではなくて、包括的に相談に乗

っていきましょうという支援です。 

 次の多機関協働事業というのは、それぞれの

窓口、例えばうちでしたら、いきいき健康課と

かこども課とか、単独の対応が難しいときに、

それぞれの課を調整していく役割を担って、そ

の役割分担や支援の方向性を決めていく、言わ

ば司令塔の役割を果たす部分であります。 

 その次に、アウトリーチを通じた継続的支援

というのがございます。横文字、アウトリーチ

というとなかなか横文字なので分かりにくい

んですが、つまり、支援が必要であるにもかか

わらず届いていない人に対して、行政や支援機

関などが積極的に働きかけて情報支援を届け

るプロセスのことをアウトリーチと言います。 

 ですから、支援が必要なのに届いてない人に

対して、積極的にこちらから、窓口で待ってい

るのではなくて、こちらから届けていくという

のがアウトリーチ。さらには、各種団体なんか

と連携をとって情報を収集したり、相談者を見

つけたりすること、そうやって相談者との信頼

関係をつくり上げることもございます。 

 文字ばかりだとなかなか分かりづらいんで

すが、厚生労働省のホームページには、例えば

具体例が挙げられています。 

 複合的な課題を抱える家族の例としまして、
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４人家族の例が載っております。家族構成、本

人45歳、女性、お母さんのほうです。夫47歳、

息子22歳、娘14歳の４人家族です。この４人家

族の中で、支援のきっかけになったのが、14歳

の娘が学校を休みがちになったことから、担任

の教諭が母に連絡をしました。担任の教諭がこ

のお母さんに会っていろいろ話を聞いてくる

と、娘だけの問題ではなしに、この家族にはい

ろんな困り事があったため、教師としての範囲

を超えているために、どこに相談したらいいか

分からないというときに、この新たな事業の連

絡担当員に連絡することができるということ

であります。 

 この連絡担当員がお母さんのところに行っ

てお話を聞くわけです。アウトリーチをするわ

けです。その中で、いろいろな問題点が出てき

ました。 

 お母さんにいろいろ聞いてみますと、このお

父さんというのは、不況のあおりを受けて倒産

して、目標を失っていて、昼間からパチンコに

通う生活が続いていると。 

 本人としても、お母さんとしても、家計を支

えるためにパートを掛け持ちして、夫への不満

が募っているし、各種滞納もあるけども、もう

日々の生活に追われて、家計が今どういう状態

か分からないということもあったり、息子さん

にとっては、高校を卒業したけども、何回も転

職を繰り返して自信を失っていると。障がいの

疑いがあると。 

 娘さんは、お父さんの失業なんかを同級生に

からかわれて、現在は不登校ぎみと。生活のリ

ズムが乱れて授業にもついていけないという

ような複合的な例を挙げられています。 

 これらについて支援を開始するわけなんで

すが、連携担当員が、職員がそれぞれ関係者の

総合調整役を担って、学校やハローワーク、自

立支援相談支援機関、地域住民との連携を図り

ながら、家族の個別の支援を行っていけるとい

うことになります。 

 それによって、複合的な課題を整理したこと

により、今後は適切に多機関と連携を図り、世

帯全体を支援する体制を整えることができた、

整理することができて、それに寄り添うことが

できたということになります。 

 こういった複合的な問題に関しても、今現在

もやっていただいているとは思いますが、より

重層的に支援体制整備を取り入れることがで

きれば、こういった複合的なことも取り込んで

いけるんじゃないかなというふうに思います。 

 先ほどもありましたように、地域包括支援セ

ンターというところは、やはり高齢者の方の相

談というのは我々も相談に行ったりもします

が、こういった複合的なところでも相談に乗っ

てくれるかというのはなかなか分からないと

ころもあったりします。 

 ですから、こういうことを取り込むことによ

って、複雑な相談というのもより対応できるん

じゃないかなと思いますが、どうでしょう、今、

橋本市でこういった複合的な対応というのは

なかなか難しいのか、今もう既にやっていただ

いているのか、その点はいかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）私個人的な意見

もあるんですけども、子育て世代包括支援セン

ターが課として立ち上がりました。それまでは、

子ども支援のところはなかなか難しいところ

もあったんですけども、それができたおかげで、

子育て支援から総合的な相談窓口には広がっ

ていると思います。 

 ただ、今、議員おただしのように、地域包括

支援センターは、やっぱりどうしても高齢者に

特化してできたところから始まっていますの

で、なかなかそれ以外のところについては、ほ

かの課にという形になると思います。 

 橋本市で一番遅れているというか、一番、今

まであまり問題とか相談がなくて遅れている
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形になっているんですけども、福祉関係、特に

障がい者支援、それからひきこもり、8050問題、

この辺が非常に橋本市は遅れていると思いま

す。 

 その辺が、窓口に来た場合、どこの課に行く

のかとか、いろいろな分野に、たらい回しでも

ないですけども、断らない相談窓口にはなって

いないかなという気はします。 

 ですので、その辺をもう少し意識を持って、

今、問題がないですけども、将来的に確実に問

題が出てくる分野ですので、その辺を、今言い

ました子育て支援と高齢者支援と、そこをくっ

つけてこの制度を活用して、それから、職員体

制を充実してやっていければ、うまくいくんじ

ゃないかなとは思います。 

 それともう一つ、いろいろモデル地域を見ま

したら、この制度を使って総合窓口的な課をつ

くったモデルの都市もあったんですけども、そ

うしますとなかなか、全ての相談がそこへ集中

して、職員が非常に忙しくなって駄目になった

ケースで、またそれをやめて各部ごとに相談の

担当者を置いて、そこから集中して、相談を集

中させて総合的に相談をやっていくというシ

ステム変えたところもあったみたいです。 

 ですので、ほかのモデル地域についてもいろ

いろ検討して、やめて、また新しいものをつく

ってという形になっていますので、橋本市もい

ろいろモデル地域のところを考えて、いいとこ

ろをとって、ぜひ先進地というか、いいものを

つくっていきたいとは考えているんですけど

も、ちょっと勉強しなければ難しいところもあ

ると思います。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 そういう面で、今、モデル地域のこともお話

しいただきましたけど、この重層的支援体制整

備については、先ほども言ったように三つの支

援がございます。相談支援、参加支援、さらに

は、３番目の地域づくりに向けた支援というと

ころがございまして、本市にとってはここがや

はり一番難しいんじゃないかなというふうに

も思います。 

 地域づくり事業というのは、世代や属性を超

えて交流できる場所なんかを整備していくと

いうことでありまして、本市では、サロン活動

とか、げんきらり～とかというような高齢者が

集まる居場所づくりとか、こども食堂など子ど

もが集まるような場所というような、世代別の

場所づくりはできつつあるのかなというふう

に思いますが、子どもからお年寄りまで世代を

超えて交流ができるような場所というのはな

かなか今できていないのじゃないかなという

ふうに思います。 

 今、モデル地域もお話を上げていただきまし

たので、ちょうど資料もございますので、また

画面を使ってお話をしたいと思います。 

 小さくて申し訳ないですが、これは大阪府豊

中市の例であります。豊中市というところは、

それぞれの小学校区に設置した校内福祉委員

会というのが、ごみ屋敷など、何でも相談を通

じて把握した課題を地域住民とともに解決を

図っていくというような福祉委員会をつくっ

て、福祉何でも相談窓口というのもつくってお

ります。 

 ここでは、社会福祉協議会のコミュニティソ

ーシャルワーカーが専門観点からサポートし

ておりまして、ちょっと分かりにくいんですが、

この右下のところ、ここの写真は、実はアウト

リーチをしているところで、専門職によるロー

ラー作戦、いわゆる、そのご家庭に行って、い

ろいろな悩み事を聞いているような写真がこ

こに載っておるんですけど、そういったことも

取り上げております。 

 また、うちの自治体とよく似た人口構成でも

あります三重県名張市ですと、こちらも、複合

的な生活課題、高齢者問題とか子ども問題、空
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き家問題、障がい問題、いろんな問題を抱える

人の相談に、まちの保健室というのを小学校区

に設置しております。 

 小学校区、だから、市内に15か所設置をして

おりまして、そこでいろいろな相談事を聞いて

いくということであります。そう聞いていった

ものを、地域包括支援センターの配置されたエ

リアディレクターという職員が、地域の課題を

検討する各種会合等を通じて、関係機関のネッ

トワークの強化を促進していくと。 

 こういった地域づくりを行っていこうとす

るならば、もちろん、拠点も要りますし、職員

も要ります。左下、ここも見にくい写真になっ

ているんですが、実はここに常駐の職員もおり

まして、社会福祉士や看護師、介護福祉士など

有識者２名から３名を配置しているというこ

とになります。 

 こうなれば、やはり拠点も要りますし、職員

を考えていかないといけないということにな

りますので、ここはやはり健康福祉部だけでは

判断が難しいというふうに思います。 

 本市が定めた橋本市の自治と協働をはぐく

む条例の中の基本理念には、「住み慣れた地域

で、子どもから高齢者まで、地域全体で支え合

いながら安心、安全な生活をおくれるまちを目

指し、協働してまちづくりを進めます」という

ふうに、基本理念があります。 

 この理念というのは、重層的支援体制整備事

業の地域づくりに当てはまっていくんじゃな

いのかなというふうにも思いますので、そこで、

この条例を主導していきました総合政策部に

も、この地域づくりについて積極的に関与して

いただくべきだというふうにも思いますが、そ

の点いかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）おただしのとお

り、やはり今の平木市政のいわゆる将来的な方

向性である、住み慣れた地域で、子どもから高

齢者まで、ともに支えながら安全で安心な生活

を送るという政策目標と重層的支援整備体制

というのは、もう同じ方向を向いております。 

 その中で、私どもとしても、このはぐくむ条

例というのを制定するに当たっては、先ほどご

紹介のありました名張市なんかも実際、現地へ

行きまして、その上で、いわゆる地域主体のま

ちづくりということで、その一例としては地域

運営組織なるもの、そういったことも研究をし

てまいりました。 

 今、第２層協議体というのは、圏域的には10

圏域で、現在９協議体が設立されているんです

けども、この10圏域というのは私ども企画のほ

うでめざす地域運営組織の圏域と同じ圏域と

いうことで、最終的には、先ほど両包括支援セ

ンター、そして、福祉が一緒になって、それを

地域のまちづくりに生かしていくという意味

の最終的な受皿の部分については、市としても

認識は共有しているのかなというふうに思っ

ていますので、私どもの部局としてもそういう

方向で進めていきたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 その点では、お互いタッグを組んでいただき

ながら、よりこの事業を粛々と進めていただけ

ればというふうに思います。 

 昨年11月、国のほうに市長とともに東京のほ

うに陳情に行ってまいりましたが、その陳情の

内容でも、ひきこもり対策における支援につい

て、また、切れ目のない子育て支援施策の財源

支援について、稲津厚生労働副大臣にも要望し

てまいりました。この事業につきましては、国

も予算措置をつけるということでございます。 

 また、このコロナ禍の中で、やっぱり改めて

人とのつながりが重要だと再認識されていま

すが、まさにこの事業は人と人とのつながりを

再構築する事業であるというふうにも思いま
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す。 

 ですから、この辺りもやはり、役所自体を束

ねてリーダーシップを持って取り組んでいた

だきたいというふうにも思いますので、最後に

市長から、この辺についてお気持ちをお聞きで

きればなというふうに思います。よろしくお願

いします。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）森下議員の質問にお答え

します。 

 はぐくむ条例もして、本当は今年から企画と

一緒に各地域を回る予定にしておりましたが、

残念ながら、コロナで人を集めるというのはな

かなか難しい状況になってきています。 

 その中で、私たちとしてもできるだけ、市民

の皆さまの幸福をしっかりとつくっていくと

いうのは行政に課せられた大きな課題かなと

いうふうにも思いますし、私自身も、縦割り行

政を打破していくということが、さらに横の連

携を密にすることによって、できるだけ多くの

市民の助けになればいいのかなというふうに

思っています。 

 ただ、なかなか難しい問題で、地域の皆さん

にどのように協力をしていただくか、市民の皆

さんと一緒にどの程度取り組んでいけるのか

というふうなことも現在思っておりまして、た

くさんの問題があることも承知しております

し、ちょっと来年からというのは多少無理があ

るかなと思いますが、今、まず、子育て世代の

ほうもより強化をするために、ヘスティアを行

政の組織の中に入れて、ヘスティアにも子育て

支援あるいは教育支援であるとか、そういうと

ころの業務を担っていただければなというこ

とで、一旦廃止した家庭教育相談室を復活させ

て、より教育委員会との連携、子育ての問題、

いじめもそうなんですけども、そこを来年、機

構改革の中で支援できる仕組みをつくってい

きたいなというふうに思いますし、8050問題で

あっても、要は、福祉課の中でどの程度その能

力を持った人間がいるか、あるいは育てていけ

るかということも、人材の確保というのも大き

な課題かなというふうにもなってきます。 

 やはり、そういう相談窓口的なところも要る

とは思うんですけども、果たしてどの程度まで、

市の職員で相談ができるのか、相談に乗れるの

かというところもよく見極めた上で、より一層、

横の連携をしっかりとって、少しでも市民の皆

さまに満足していただけるような行政にして

いければなというふうに思います。 

 最終的に目標にしておりますのは重層的な

支援なので、そこが早く完成できるように努力

をしていきたいと思いますので、ご理解よろし

くお願いします。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 市長から力強いお言葉を頂きましたので、本

当にすぐにできるような内容ではもちろんご

ざいませんので、本当に一つ一つ問題をクリア

しながら、よりよい方向に進んでいけるように、

我々もまた協力できるところは協力させてい

ただきながら、より市民のために進んでいくよ

うな市政をまた頑張って我々も取り組んでい

きたいなというふうに思いますので、どうかよ

ろしくお願いします。 

 私の質問は以上で終わります。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さんの一般

質問は終わりました。 

 この際、３時25分まで休憩いたします。 

（午後３時８分 休憩） 

    

 


